
不定詞

レクチャー１

不定詞についての基礎知識。

⑴不定詞とは。

そもそも「不定詞」という言葉の由来は、『主語の人称 … とか数 単数

・複数 、あるいは時制 現在・過去 などの影響を受けない、つまりそれらの 定

め を 不受 受けない 詞 ことば 』という意味です。

不定詞には「 不定詞」と「原形不定詞」があります。「 不定詞」とは、「

原形 ～」のことで、「原形不定詞」とは「動詞の原形」とも呼ばれますね。

不定詞は、Ｓ・Ｏ・Ｃになったりその他にも様々な働きを文中でしますが、原形

不定詞は、

①ＳＶＯＣのＣになる 詳しくは ～ ペｰジを参照せよ｡

私は母の皿洗いを手伝った

②助動詞の直後に置かれる

私はその仕事ができる

③イディオム・慣用的な用法

⒈ Ｖ 原形 ～ ～ばかりする ｢～以外 に･の ｣という意味の ｡

その子供は一日中泣いてばかりいた

⒉ Ｖ 原形 ～ ～するのを手伝う、～するのに一役買う

家のペンキ塗りを手伝った

⒊ Ｓ Ｖ 原形 ～ Ｓは～しさえすればいい

Ｓ Ｖ 原形 ～  が省略される場合のﾙｰﾙについては｢ﾚｸﾁｬｰ ｣⑵を参照せよ｡
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一生懸命勉強しさえすればいい

⒋ Ｓ Ｖ 原形 ～ Ｓができるのは～することだけだ

Ｓは～する より 他ない

我々は彼を待つ他なかった

⒌ Ｖ 原形 ～ ～した方が良い

傘を持っていった方がいい

などといったところがその主な用法となります。

⑵不定詞の３用法。

しかしながら、不定詞と一般的に言う場合、 不定詞のことを指すことが多いと

言えます。そしてその 不定詞には３つの用法があります。それが「名詞用法」

「形容詞用法」「副詞用法」の３つです。

ではさっそく、それらの用法を具体的に見ていくことにしましょう。

レクチャー２

不定詞の名詞用法。

⑴不定詞の名詞用法とは。

不定詞の名詞用法とは、簡単に言えば、不定詞が英文中で名詞と同じ働きをする、

つまり「主語 Ｓ 」「目的語 Ｏ 」「補語 Ｃ 」のいずれかになる場合を指して

言います。

動名詞とは異なり､不定詞は｢前置詞の目的語｣にはなれない｡つまり｢前置詞 原形 ～｣という形はない｡

その場合、その不定詞は「～すること」と訳します。具体例をあげてみましょう。
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知ることは大切だ

Ｓ

私は留学することを計画している

Ｏ

Ｃ

私の仕事はこれらの製品を売ることです

仮･主 真･主 仮･主…仮主語

英語を毎日勉強することは大切だ 真･主…真主語

上例のように、不定詞がいわゆる仮主語構文の「真主語」になること

もある。

仮･目 真･目 仮･目…仮目的語

海で泳ぐことはとても楽しい 真･目…真目的語

上例のように、不定詞がいわゆる仮目的語構文の「真目的語」になる

こともある。この英文は元々「 は だと思う､分かる」という構文が

下敷きになっている。

それから不定詞が「ＳＶＯＣ」の「Ｃ」になることがあります。

①「Ｓ Ｖ Ｏ 原形 ～」型。

Ｃ

「ＳＶＯ 原形 ～」型をとる動詞は、実際には相当数ありますが、そのう

ち受験の文法・作文問題で頻出のものを 個あげてみました。これらは超頻

出ベスト です。ですからぜひ、全て丸暗記してしまってください。

① 人･物 原形 ～ Ｏに～して欲しい

② 人 原形 ～ Ｏに～していただきたい

③ 人･物 原形 ～ Ｏが～するのを期待する、予期する

④ 人 原形 ～ Ｏが～するのを可能にする

⑤ 人 原形 ～ Ｏに無理やり～させる
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原形 ～

⑥ 人 原形 ～ Ｏが～するのを許可する

原形 ～

⑦ 人 原形 ～ Ｏに～するよう言う

⑧ 人 原形 ～ Ｏに～するよう命令する

⑨ 人 原形 ～ Ｏに～するよう説得する

⑩ 人 原形 ～ Ｏに～するよう忠告する

⑪ 人 原形 ～ Ｏに～するよう求める、頼む

⑫ 人･物 原形 ～ Ｏに～させる

⑬ 人･物 原形 ～ Ｏに～させる

⑭ 人 原形 ～ Ｏに～するよう促す

⑮ 人 原形 ～ Ｏに～するよう警告する

②「Ｓ Ｖ Ｏ 原形 ～］」型。

Ｃ

ついでなので、原形不定詞がＳＶＯＣのＣになるパターンもあげておきまし

ょう。この「ＳＶＯ 原形 ～」型の動詞については、全部で下の５種類し

かありません（それだけに受験では頻出！）。ですからこれらも全部覚えて

しまいましょう。

① 原形 ～ Ｏに～させる 強制 原形 ～

私は、彼の意志に関係なく彼をそこに行かせるつもりだ

② 原形 ～ Ｏに～させる 許可 原形 ～

両親は誕生日のプレゼントとして私に一人旅をさせてくれた

③ 原形 ～ Ｏに～させる してもらう ≒ 原形 ～

君はこの車を買う前に自動車工に見てもらうべきだ
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≒

④ 人 ～ Ｏが～するのを手伝う

 については､ に｢ 不定詞｣｢原形不定詞｣どちらを用いてもいい｡

これは君が問題を解決するのに役立つだろう

⑤知覚動詞 原形 ～ Ｏが～するのを見る 聞く、感じる等

私は彼が部屋に入るのを見た

そして、この種 ＳＶＯ 原形 ～型 の動詞は、すべて「Ｓは、Ｏが を

Ｃするよう仕向ける 方向に向ける 」という意味になるのが特徴です。

Ｏ Ｃ

上例も、 原形 ～ の語法をたとえ知らなくても、「彼は自分の

ガールフレンドがそこに行く方向に仕向けた」で大枠の意味はとれてしまい

ますね。

このﾙｰﾙの例外には ､知覚動詞､それから 原形 ～ が～するのを禁じる などがある｡

⑵「疑問詞＋ 原形 ～」。

「疑問詞 原形 ～」も、名詞用法 の不定詞 として文中で「主語 Ｓ 」「目

的語 Ｏ 」「補語 Ｃ 」のいずれかになります。

次に何をすべきかわからない

Ｓ Ｖ Ｏ

上の英文では、 が の目的語になっています。

そして「疑問詞 原形 ～」は、訳す場合には「疑問詞 す べきか」と訳すの

が特徴です。

私は彼に、どこに行くべきか尋ねた

Ｓ Ｖ

他にも具体例をあげてみましょう
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｢何をすべきか｣ ｢どうやってギｱを変えるか→ギｱの変え方｣

｢どこへ行くべきか｣ ｢どう生きるか→生き方｣

｢いつ出発すべきか｣ ｢どれくらい たくさん 食べるべきか｣

｢どちらを選ぶべきか｣

「疑問詞 原形 ～」に関するその他の注意事項を以下にあげておきます。

① 原形 ～だけは「どのように～ す べきか」「～の仕方 やり方、方法 」

と、２種類の訳し方ができる。

また の場合、「 副詞 原形 ～」となることがあるが、その場合は、

「どれくらい 副詞 ～ す べきか」と訳すといい。

② と に関しては、「 名詞 原形 ～｣「 名詞 原形

～」と、直後に「名詞」を伴う形もある。この や の後ろの名詞は、

の具体的な中身を 同格的に 説明しており、「 ＝名詞」の

関係になっている。

どちらの道 やり方 を選ぶべきかわからなかった

上の例文は がなくても意味は通じるが、そうすると「どちらを選ぶべき

か」という漠然とした内容になってしまう。 をつけることによって

の中身が「道 方法 」だったとハッキリする。つまり の関係にな

っているのだ。

③「疑問詞 原形 ～」は「疑問詞 Ｓ 原形 ～」で書き換えられる。

レクチャー３

不定詞の形容詞用法。

⑴不定詞の形容詞用法とは。
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不定詞の形容詞用法とは、（後ろから）名詞を修飾する不定詞を指して言います。

当然ですが、この用法の不定詞は、文の主要素（Ｓ・Ｏ・Ｃ）にはなりません。

「～すべき」「～するための ような 」「～する できる という 同格関係の場合 」等と

訳すのがその特徴です。

読むべき本がたくさんある
名詞 ↑

⑵修飾される名詞と不定詞との関係。

形容詞用法の不定詞は、その不定詞が修飾する名詞との関係から、以下のように３

種類に分類することができます。

①「主格関係」…直前の修飾される名詞が､不定詞に対して意味上の主語になる｡

主語 ↑ 述語

 は､後ろの不定詞に対して､意味上の｢主語｣となっている｡意味は｢ボｸには助けてくれる友人がいない｣｡

②「目的格関係」…直前の修飾される名詞が､不定詞に対して意味上の目的語になる｡

目的語 ↑

 は､後ろの不定詞に対して､意味上の｢目的語｣となっている｡意味は｢ボｸには助けてあげる友人がいない｣｡

目的語 ↑

 ～ は､後ろの不定詞に対して､意味上の ｢目的語｣となっている｡意味は｢ボｸには一緒に遊ぶ沢山の友人がいる｣｡

③「同格関係」…後ろの不定詞が､前の名詞の具体的内容を説明､補足する｡つまり前の名詞と不定詞がいわゆる｢同格｣になる｡

従った
↑

 は､直前の の中身 を説明している｡意味は｢ボｸはそこに行くという彼の決定に従った｣｡

「同格関係」になる不定詞を後ろにとるような名詞は、その語が動詞化、形容詞

化した際にも後ろに不定詞をとるものです。
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原形 ～ ⇒ 原形 ～

原形 ～ ⇒ 原形 ～

⑶形容詞用法の不定詞で最も狙われやすいタイプの問題。

Ｑ：以下の空所に一語補え。

①

②

解答 ⒈ ⒉

これは、不定詞の直前の名詞が後ろの不定詞句の目的語になっている、つまり目

的格関係です。この手の問題は、直前の名詞を不定詞の後ろに移動させて、その

つなぎとなる空欄部に何を補えばいいかを考えるとよいのです。

①について、 を不定詞の後ろに移動させた場合、 とは言えま

せん の目的語になれるのは､基本的に｢本｣｢文字｣｢手紙｣等 。ここでは「 ペﾝ

でもって書く｣と、手段・道具を表す がワンクッションとして最適ですね。

②の場合、 を不定詞の後ろに移動させた場合、同様に

とは同様に言えません。ここでは「 紙 の上 に書く｣と、場所

を表す がワンクッションとしてこれまた最適です。

こうして①の空欄には が、②の空欄には がふさわしいとわかるわけです。

レクチャー４

不定詞の副詞用法。

⑴不定詞の副詞用法とは。

不定詞の副詞用法とは、名詞以外を修飾する不定詞を指して言います。この用法の

不定詞も、文の主要素（Ｓ・Ｏ・Ｃ）にはなりません。

文中の不定詞が副詞用法かどうかを見極める手っとり早い方法は、その不定詞が、

①「主語 Ｓ 」「目的語 Ｏ 」「補語 Ｃ 」のいずれにもなっていない

② 直 前に名詞があって、その名詞を修飾しているわけでもない

－８－

準動詞⑵ 不定詞



この２つの条件に当てはまっている場合、副詞用法の不定詞だと考えるのが一番効

率的と言えるでしょう。

⑵副詞用法の不定詞の詳しい見極め方法。

副詞用法の不定詞の表す意味を参考書などで見ると「目的」「結果」「条件」「感

情の原因」「判断の原因 根拠 」…と、あまりにたくさんあって、どうやって覚え、

また見極めたらいいのか…本当にやっかいですね。

そこで、その見極めを簡単にしてしまう裏技を紹介しましょう。

①副詞用法の不定詞は、大半 約 ％ が「目的 「～するために」 」又は「結果

「そして～」等 」である。だからまずそれで訳してみて、おかしければそれ

以外の可能性を考えてみるといい。

また、「目的」であることをはっきりさせるために

⒈ 原形 ～

⒉ 原形 ～

という形が長文などでは使われることもあります。

②不定詞が「結果」を表す場合、その不定詞部分を「接続詞 Ｓ＋Ｖ～」で書き

換えられる。

逆に言うなら、その不定詞部分を「接続詞 Ｓ Ｖ～」で書き換えられるなら、

その不定詞は「結果」を表していると見たらいいでしょう。結果の不定詞を用

いた英文と、その不定詞を「接続詞 Ｓ Ｖ～」で書き換えた例をいくつか挙げ

てみましょう。

彼は成長して そして 医者になった

彼はその町を離れ、そして二度と戻ってこなかった

彼女の祖母は８０才まで生きた
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ただし、｢ 原形 ～」は必ず、｢ Ｓ＋Ｖ～｣で書き換える点を頭に

入れておきましょう。

僕は急いだが、しかし列車に乗り遅れた

上の英文も、下線部分は「 Ｓ Ｖ～」、つまり

と書き換えることができますね。

③不定詞が「感情の原因」を表わす場合の見極め方。

不定詞が「感情の原因」を表わす場合の見極め方は以下の通りです。

⒈不定詞の前に感情を表わす語(具体的な品詞としては｢名詞｣｢形容詞｣｢分詞｣)がある。

⒉その場合、不定詞は「～して」「～できて」と訳す。

簡単な例を挙げてみましょう。

上の英文の不定詞 の直前には うれしい という感情を表す語

形容詞 がありますね。これが見極めのポイントとなって、 は「あ

なたにお会いできて して 」と訳すわけです 全体は｢あなたにお会いできてうれしいです｣ 。

④不定詞が「判断の原因 根拠 」を表わす場合の見極め方。

不定詞が「判断の原因 根拠 」を表わす場合の見極め方は以下の通りです。

⒈不定詞の前に必ず人の性質・性格を表わす語(具体的な品詞としては｢動詞｣｢形容詞｣｢分詞｣等)

又は 型・ 型の形容詞 分詞 がある。

⒉その場合、不定詞は「～なんて」「～とは」と訳す。

簡単な例を挙げてみましょう。

上の英文の不定詞 ～ の直前には 不注意な という人の性格を

表す語 形容詞 がありますね。これが見極めのポイントとなって、 ～

を「そんなことを彼女にいうなんて とは 」と訳すわけです 全体は｢そんなことを彼女に言うな

んて彼は不注意だったね｣ 。
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⑤不定詞が「条件」を表す場合の見極め方。

不定詞が「条件」を表わす場合の見極め方は以下の通りです。

⒈主節に推量の助動詞 等 があること

が多い。 ｢主節｣は､接続詞などの付いていない､いわゆる｢ 裸の ｣のこと｡

⒉その場合、不定詞は「もし～なら」と訳す。

簡単な例を挙げてみましょう。

上の英文の文頭の不定詞 ～ を、この部分だけ見て意味を判断すること

は いろいろな可能性がありすぎて 不可能です。そこで主節に着目すると、

という推量の助動詞が見えます。これが見極めのポイントとなって、 ～ を

「もしそんなことを不注意にも言うなら」と訳すわけです 全体は｢もしそんなことを不注意にも言

うなら､君は誤解されるかもしれないよ｣ 。

⑶ 構文 直前の形容詞を限定する不定詞 。

構文とは、

Ｓ＋ 動詞＋形容詞＋ 原形 ～

という構文で、不定詞 原形 ～ の目的語にあたる名詞が、文の主語と同じで

あるために、それ 不定詞の目的語 が省かれてしまった構文を指して言います。

これも副詞用法の不定詞の一種なのですが、「 構文」として頭に入れた方が

整理しやすいでしょう。

具体例を見てみましょう。

この問題は解くのが簡単だ

上の英文中の は元々他動詞で、目的語を必要とします。本来なら

としたいところなのですが、文の主語も 、つまり文の主語と不定詞

の目的語が同じであるために、不定詞の目的語だった文末の

－１１－
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は省かれてしまっているのです。

この 構文は 形容詞 原形 ～ の仮主語構文で書き換えること

ができます。上の英文も以下のように書き換えられます。

→

この 構文に用いられる形容詞には以下のようなものがあります。

⒈「簡単だ・難しい」… ･

⒉「重い・軽い」 … ･

⒊「安全だ・危険だ」… ･

⒋「楽しい・楽しくない」… ･

⒌「可能だ・不可能だ」 … ･

･ 構文と呼ばれる理由は､たまたま からこの構文の研究が始まったから｡

･ に関しては､否定文･疑問文･条件文においてのみ 構文が可能｡

この小説を一日で読むのはほとんど不可能だ

この小説を一日で読むのは可能ですか

この 構文は、副詞用法の不定詞の中で、「結果の不定詞」と共に文法問題で

は超頻出です。以下の例題でその解き方の手順を整理しておきましょう。

例題 センター試験

① ② ③ ④

では解説しましょう。

⑴ には「 ＡはＢにとって危険だ」という語法が

あるが、その場合の は前置詞で、直後には名詞が来るはず。本問の は

不定詞、つまりこの英文は 構文だろうと判断する。

⑵ 構文、つまり、 は不定詞と判断できれば、 の直後は｢原形｣になるはずで まず①

の可能性はない。

⑶ 構文においては「文の主語＝不定詞の目的語」であり、その「不定詞の目

的語」は省かれる。ということは②～④の選択肢の直後に文の主語を補って、

上手く「不定詞 目的語」の関係になりうるものが正解となるはず。

－１２－
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⑷そこでそれぞれの選択肢の直後に を補ってみる。

② 

③  は明らかにおかしい

④  は自動詞なので直接後ろに目的語

をとることはない。

というわけで、正解は②になります。

もう１つだけ例題を挙げておきましょう。

例題

① ② ③ ④

解説は以下の通りです。

⑴下線部の直前の と文全体の構造に着目して、下線部には不定詞が

入るのでは、つまり 構文なのではと見抜く。

⑵ 構文とわかれば、②の可能性はこの時点で消える。

⑶ の後ろの不定詞なので、不定詞の目的語が欠けた そして「その不

定詞の目的語＝文の主語 」 選択肢を選べばいい。

つまりそれぞれの選択肢の末尾に文の主語 を補って、上手く「不定詞

目的語」の関係になりうるものが正解ということになる。

⑷ちなみに は他動詞として「 人 Ａを喜ばせる」という意味が

ある。そうすると となる④が正解ということになる。

⑸全訳 ジャックは喜ばせるのが難しい人物 つまり気難し屋 だ。だから君は彼とは仲

良くやっていけないだろう。

｢ 人 と仲良くやっていく｣というｲデｨｵﾑは頻出｡

⑷副詞用法の不定詞を用いた慣用表現。

副詞用法の不定詞を用いた慣用表現として、受験で頻出なのは以下の２つです。

①～ 原形 … ⒈「とても～なので…」

～ 原形 … ⒉「…するほど 十分 ～」

～ Ｓ Ｖ…

－１３－
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この構文は、上のように、文脈によって２種類の訳し方の可能性があります。

注意点は以下の２点です。

⒈「～」の部分には「形容詞」や「副詞」が入る。

⒉「 形･副 原形 ～」という形はない。つまり は必ず｢形容詞｣｢副詞｣

の後ろに置かれる

以下に例文を挙げておきましょう。

彼は親切だったので、私に道を教えてくれた

君はこのことを知っていてもよい年だ

② ～ 原形 … 「あまりに～なので…できない」

～ Ｓ 原形 …

この構文も文脈によっては「…するにはあまりに～すぎる」と後ろから訳しあ

げた方がいいこともあります。また①と同じように「～」の部分には「形容詞」

「副詞」が入ります。

私はあまりに疲れていたので昨日その仕事を終えることができなかった

その岩はあまりに重たかったので私は持ち上げることができなかった

上の英文の場合､不定詞の前に という意味上の主語がついたパﾀｰﾝ｡更に､文の主語 と不定詞の

目的語が同じ 一致する ので､不定詞の目的語 が省かれてしまっている｡

なお、このいわゆる ～ 構文と似て非なるものに、 と同じ意味の

に副詞用法の不定詞がくっついたものがあり、引っかけ問題として

よく狙われます。例を挙げてみましょう。

－１４－
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彼はあなたとご一緒できて、とても喜んでいた

上の英文は、 とてもうれしい の後の ～ は「感情の原因」

を表す単なる副詞用法の不定詞 「～して、できて」と訳すんだった に過ぎず、

これを ～ 構文と勘違いしてはいけません。

⑸独立不定詞。

これらについては、 不定詞を用いた 一種のイディオムとして覚えてしまいましょ

う。

① 「控えめに言っても」

② 「まず第一に」

③ Ｓ Ｖ～ 「言うまでもなく ～だ 」「もちろん ～だ 」

Ｓ Ｖ～

④ 「実を言うと」

⑤ 「率直に言って」

⑥ 「奇妙なことに」

⑦ 「Ａは言うまでもなく」

⑧ 「Ａとは言わないまでも」

⑨ 「手短に言えば、要するに」

⑩ 「要約すれば」

⑪ 「Ａは言うまでもなく」

⑫ 「かいつまんで言うと、早い話が」

⑬ 「Ａを公平に評すれば」

⑭ 「更に悪いことに」

⑮ 「Ａに加えて」

⑯ 「結論として言えば」

⑰ 「別の言葉で言えば」

⑱ 「正確に言うと」
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レクチャー５

不定詞の意味上の主語。

英文中で使われている不定詞の 直 前に という語句が付いていることがあ

ります。その場合 つまり｢ ～」の 、「Ａ」と「 原形 ～」の間には

「主語と述語の関係 つまり｢ は～する･される･なる･である｣という意味関係 」が成立しています。

主 述

あなたは一生懸命勉強することが大切です

確かに上の英文でも と の間には「あなたが勉強する」という意

味関係が成立していますね。

この ｢ 」の「 」にあたる名詞のことを 不定詞の 意味上の主語と呼びます。

この意味上の主語というのは、どんな場合にも付くというわけではありません。

つまり付く場合と付かない場合があります。

⑴意味上の主語を明示する必要がない場合。

①文の主語と 不定詞の 意味上の主語が同じである場合。

私は金を貯めるために一生懸命働いた

上の英文の場合「貯める 」するのは「私 」であり、文の主語も

「私 」です。このように「文の主語＝不定詞の意味上の主語」の場合は、

不定詞の意味上の主語を英文中に明示する必要はありません。

②「一般の人」が 不定詞の 意味上の主語である場合や、意味上の主語が文脈か

ら明らかな場合。

英語を習得するのは容易ではない

上の英文の不定詞 の意味上の主語は「一般の人 我々 」で

すが、このような意味上の主語も、英文中に明示する必要はありません。
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ボクの夢は留学することです

上の英文の不定詞 の意味上の主語は、文脈上「私」であるこ

とは明らかなので明示されていません。

⑵意味上の主語を明示する必要がある場合。

それは文の主語と 不定詞の 意味上の主語が異なる場合です。

私は家族が幸せに暮らせるように一生懸命働いた

上の英文の場合、 と意味上の主語が付いていますが、その理由は、

「幸せに暮らす 」のは「家族 」であり、文の主語の

「私 」ではないからです。このような場合は「家族が幸せに暮らせるように」

と、その意味上の主語を和訳でもきちんと明示して訳さなければいけません。

もう１つだけ例を挙げておきましょう。

彼女ははっきりとした口調で話したので、聴衆は彼女の言っていることが

理解できた

先程の「 形･副 原形 ～」の構文ですが、意味上の主語が付いて、

形･副 原形 ～ ①とても 形･副 なのでＡは～する

②Ａが～するほど 形･副

という形になっています。

レクチャー６

完了不定詞 ～ の用法。

文法用語で ～ のことを「単純不定詞」、 ～ のことを「完了不

定詞」と呼びます。「単純不定詞 原形 ～ 」は、主節の動詞の時制と同じか

－１７－
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それより未来の内容を表します。

･｢主節｣とは 従位 接続詞･関係詞･疑問詞等が付いていない 裸の のこと｡

･ とは｢過去分詞｣のこと｡

ジョンは有罪だそうだ

上の英文の は、主節の動詞 現在時制 と同じ時制、つまり現在の内

容を表しています。

主節の動詞よりもこれから先の未来の内容を表すのは、単純不定詞 原形 ～

が、「希望・期待」「意図」「決心」等の動詞の後に続く場合です。

私は二度と遅れないと約束します

上の英文の は、主節の動詞 現在時制 ｡｢意図｣を表す動詞 よ

りも後、つまりこれから先の未来の内容を表しています。

私は彼が成功することを期待している

上の英文の は、主節の動詞 現在時制 ｡｢希望｣を表す動詞 よりも後、つ

まりこれから先の未来の内容を表しています。

確かに上の２つの英文の不定詞部分は、節を用いて書き直すと未来時制を用いて

表すことになります。

→

→

このような「単純不定詞」に対して「完了不定詞 ～ 」は、主節の動

詞より時制が１つ昔であることを表わします。

彼は病気だったようにみえる

上の英文の は、主節の動詞 現在時制 よりも１つ前の時制、つ

まり過去の内容を表しています。したがって節で書き直した場合、 不定詞部分は 以下

のように過去時制で表されます。

→

もちろん主節が過去時制の場合、その後ろの完了不定詞 ～ は、それ

より１つ昔、つまり大過去 過去完了 の内容を表すことになります。
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上の英文の は、主節の動詞が過去時制 なので、それよりも

１つ前、つまり大過去 過去完了 の内容を表します 全体の訳は｢そのｺﾝピｭｰﾀは壊れていたようだった｣ 。

もちろん節で書き直した場合、 不定詞部分は 以下のように過去完了形で表されます。

→

《 参考 完了不定詞 ～ のその他の意味 》

⑴完了不定詞が、「完了」の意味を表すこともある。

それは、完了不定詞が「完了」の意味になる場合、必ずその後に「期間を示

す語句 状態動詞の場合 」や「完了を示す語句 動作動詞の場合 」がついて

いる場合です。

彼はこの一週間病気らしい 今も病気が続いている

上例の場合、 という、期間を示す語句があるので、この完了不定

詞は、「完了」を示していると見ることができます。したがって以下のよう

に書き換えることができます。

→

⑵その他。

「意思」「希望」「予定」等を表す動詞 すべてこれらは｢未来志向の動詞｣ の過去形の後に

「 」が使われると、「その意思 希望、予定 が実現しなかった」

ことを表します。

「予定」…

「希望」「意思」… ， ， ，

実際には出発しなかったことを暗示する｡

昨日出発する予定だったのですが

実際にはやり終えなかった

私は宿題をやり終えてしまうつもりだったのだが ことを暗示する｡
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この用法は形式ばった形で今はあまり用いられず、以下の用に主節の動詞

を過去完了にする形の方がふつうになってきています。

→

レクチャー７

代不定詞の用法。

前述の動詞と同じ形の反復になるのを避けるために、 の後ろの部分が省略され

ることがあります。このような不定詞のことを「代不定詞」といいます。

君はもしここに来たくなければこなくていいよ

上の英文の場合、文末の の後ろには、 が繰り返しを嫌って省略され

ています。

もう１つ例を挙げてみましょう。

結局今年の夏、ローマに行くおつもりなんですか

ええまだそのつもりです

上の英文のＢのセリフの末尾には、 が繰り返しを嫌っ

て省かれていますね。この も代不定詞です。

ちなみに ～ という表現は「～なさるんですか」という

非常に丁寧な未来の内容を尋ねる言い方。

－２０－
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レクチャー８

不定詞の否定。

⑴一般の不定詞の否定の表し方。

一般的に不定詞を否定する場合、必ず不定詞の直前に否定語 等 を置

きます。

彼は聞いていないふりをした

⑵「目的」を表す不定詞の否定 つまり｢～しないように｣ の表し方。

① ， 等の後では 「 原形 ～」を用いる。

風邪をひかないように注意しなさい

②その他の場合には「 原形 ～」又は「 原形

～」を用いる。 ／ の部分を省いてはならない。

○

彼女の邪魔をしないようにラジオを切った

×

「～するために は 」という場合には ～ ～

でも ～でもどちらでもいいから、注意が必要。

レクチャー９

構文。

⑴ 構文の見極め法。

構文とは、 の部分全体を一種の助動詞と見なして考えるべき構文で

す。ただ、英文中で になるような構文には、

－２１－
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私の夢は役者になることです

といった、単なるＳＶＣ構文もあります。そこで、それが 構文なのか、単

なるＳＶＣ構文なのかの見極めがまずできなければなりません。その見極め方は、

動詞をはさんで前後がイコールで結べればＳＶＣ構文で、イコールで結べなけ

れば 構文とみなします。

①

②

①の英文は、「 ＝ 」と、 動詞をはさんで前後がイコ

ールで結べますから「ＳＶＣ」だとわかります。

②は「 ≠ 」と、今度は 動詞をはさんで前後がイコ

ールで結べませんから 構文だとわかるわけです 全体の訳は｢君はここに時間通りにこなければなら

ない｣ 。

⑵ 構文の意味。

構文は、前述のように、全体で一種の助動詞とみなします。たいていは

助動詞の のどれかで言い換えることができます。

具体的にその意味は以下の５つです。

①予定 「～する予定になっている」

これは助動詞の と同じで未来を表します。したがって未来を表す副詞

句 と共に用いられることが多いのが特徴です。

コンサートは７時に始まる予定になっています

この「予定」を表す を使った決まり文句に

原形 ～ まだ～していない

原形 ～ ｢ のままである｣の に 不定詞が入ったと見るといい｡

原形 ～ ｢しなければならない｣の に まだ がついたと見るといい｡

という表現があり、受験では頻出。要チェックです。

②運命 「～する運命になっていた」

これは主に過去時制で用います。 とセットで用いることも多いです。

－２２－
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その場合の訳し方は「決して～することはなかった」となります。ただ、

「運命」というのは、「予定」の が過去時制で使われただけのことで

そんなに仰々しく考える必要はありません。

ブラウンさんは二度と故郷を見ることはなかった

③可能 「～できる」

これは助動詞の と意味は同じです。主に否定文で使われることが多く、

「 ～」と言う形になることも多いです。

その指輪は見つからなかった

④意図 思 「～するつもりだ」

が「意図 思 」を表す場合の見極めはカンタンで、必ず 節の中で

用いられるというのがその特徴です。

どんなことでも成功するつもりなら、良いスタートを切りなさい

⑤命令・義務 「～すべきだ」「～しなくてはならない」

これは助動詞の と意味は同じです。実は 構文で一番多

いのが「命令・義務」をあらわすものです。ですから英文中で 構文に

出くわし、なおかつ意味を特定する目ぼしいヒントが見当たらない場合、ま

ず「命令・義務」で訳してみるといいでしょう。

借金はできるだけ早く返さなければいけない

 構文の意味の覚え方のヒント。

「予定」の「よ」、「運命」の「う」…と頭文字をつないで「ようかいめ」。で

「妖怪迷惑 ようかいめいわく 」と覚えよう。

《もう一歩深く 「 構文」》

要するに Ｓ 原形 ～ というのは「Ｓは 客観的・外的状況によって

～する方向へと進んでいる 向かっている 」ということを表している。
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は「→」とイメージするといい。 の表す「ある方向」へ向かうのは、

①「～しなければならない」

②「～することになっている」

③「～するつもりがある」

④「～する運命にある」

から。またその結果として「～することが可能」になる。

一件 や と変わらないように見えるが、それらと異なる

のは、

「自分以外の他者や外的状況、又は運命が予定 進む方向 を決めている」

点だ。

オバマ大統領は来月イギリスを訪問する予定です

ここにオバマ大統領の意思は感じられない。誰かスタッフが予定を決めたと

いう感じだ。個人が自分 の意思 で決めた予定は 原形 ～は使わず、

原形 ～を使う。

ここからの説明は山口浩一氏の「気ままに英語教育」の記事を引用させて

いただこう。

私用に関することなら

とか、

とかは言えません。

自分が決めたのではなく、運命または第三者によって決められたレール

の上を走っている感じがするためです。公式訪問などは、総理でなく周

囲のものが決めた感覚があるのでこの表現は使えます。

この場合、子供が主語であるのに、子供の意思は入っていません。子供

に対し、進むべき方向・レールを指示しているのです。

との違いは、 を使うと親のエゴ意見をごりごり押しつける感じに

なりますが、 では、「確かウチのルールでは、おまえは

の前に宿題をするんだったよね。」というニュアンスなので、こう

言えば角もたたない？からです。つまり「すでに決められたことに向か
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うことになっているよね」というニュアンスから「義務・〜すべきであ

る」という日本語訳が選ばれるわけです。

これは文法書では「意図・するつもり」という意味に分類されるでしょ

う。おそらく傾いている会社の社長に対し、経営コンサルタントが言っ

た言葉ですね。ところが和訳に反し、ここでは社長や会社の意思は関係

ないのに注意して欲しいです。結果としての和訳は「つもりである」に

なりますが、中身を見てみると、全く相手の意見など聞いていません。

「もしあなたの会社を「生き残り」という方向へ向かわせるなら、たく

さんの従業員がレイオフされねばならない。」単に、「〜という方向に

向かわせるなら」と言っているのにすぎません。

これは、猛暑のためか、または戒厳令が敷かれたため、皆屋内にいるこ

とを強いられているような様子が浮かぶ。あるやむを得ない理由のため

強いられて「人が路上にいるのを見られる方向には向かわないだろう

（ことはないだろう）」といっている。これが和訳になると「～できない」

という意味になります。訳は本来の意味を表すための便宜上のものです。

まとめると 構文の特徴は、

○「 の意思は全く関係がない」

○「あるやむを得ない理由やルールによりＳがＶする方向に向かう」

そこから

「Ｓが～べきだ」

「Ｓが～できる（できない）」

「Ｓが～することになっている」

「Ｓが～するつもり」

という意味がでてくるのです。

「気ままに英語教育」２００８月２月１７日より。

－２５－

準動詞⑵ 不定詞



レクチャー

不定詞を用いたその他の頻出構文。

⑴ 形容詞 Ａ 人 原形 ～ 「～するだなんてＡは…だ」

「 ～ …」の構文において、 の後に「人の性質を表す形容詞」が

入ると、直後の前置詞は になるというルールがあります。

以下に例文を挙げておきましょう。 正直な 、 不注意な とい

う形容詞がそれぞれポイントです。

×

人前でそんなことを言うなんて彼は正直な人だ

×

携帯をバスの中に置き忘れてくるなんて君は不注意だったね

この英文は、一見仮主語構文のように見えるが、実際にはそうではない。

は直前のＡ 人 の行為を指している 原形 ～以下は判断の根拠を

表す副詞用法の不定詞句 。

この構文は 人 形容詞 原形 ～ で言い換えることができる。

道を教えて下さってありがとう

→

更に形容詞が によって強調されて文頭に移動すると が省略さ

れることも多い。

→

⑵ Ｓ 原形 ～ 「Ｓは～しさえすれば良い」

Ｓ 原形 ～

君は我々の命令に従いさえすればいい

 Ｓ 原形 ～ の場合、 の直後の動詞が

であれば、 の後の は省略してもいいというルールがある。上例はそ

－２６－

準動詞⑵ 不定詞



のために に がしてあるのだ。

逆に 以外の動詞が の直後にきたときには は省略できない。

これは Ｓ 原形 ～ ２ページを参照せよ の場合も同

じ。つまり の直後に がくる場合、 は省略できるが、それ以外の

動詞の場合 は 省略できない。

⑶ 抽象名詞 原形 ～ 「□にも～する」「～する□がある」

勇気

私にはそれを言う勇気がなかった

大胆さ

彼は厚かましくもそれを要求した

－２７－

準動詞⑵ 不定詞


